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　　　　　　お水送り

　若狭に春の訪れを告げる「お水送り」
が神宮寺、鵜の瀬周辺で営まれました。
　お水送りは 752 年、奈良東大寺二月堂
建立時、「修

し ゅ に え

二会」に招かれた神々の中
で若狭の「遠敷明神」だけが漁に夢中に
なって遅れ、おわびとして聖水を送った
ことが起源となる神事です。
　「山八神事」から始まる一連の神事は、
「修二会」「弓打ち神事」「達

だったん

陀」と進ん
でいきます。19 時 30 分を過ぎには山伏
を先頭に、「松

たいまつ

明行列」が鵜の瀬へ向け
て出発しました。
　鵜の瀬へ到着すると、いよいよクライ
マックスの「送水神事」。神宮寺の山河
住職が送水文を読み上げ、ホラ貝が吹か
れる中お香

こうずい

水を遠敷川に注ぐと、雰囲気
は最高潮に達しました。
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　　　　　市民ミュージカル

　脚本から音楽、舞台セットや衣装に
至るまで、すべて市民の手作りによる
ミュージカル「若狭姫伝説」が文化会館
で開かれました。出演者らは、若狭の民
話を基にした「豊玉姫伝説」と「八百姫
伝説」を熱演。超満員の客席からは、惜
しみない拍手が送られました。

　　　　　オイケモノ神事

　一年間地中に埋めた木の実の発芽状況
で農作物の豊凶を占う「オイケモノ神事」
が加茂神社で営まれました。前野恭慶区
長がクリやシイなど７種類を箱から取り
出すと、芽も根も十分育っていることを
確認。「御食国おばまにふさわしく、今
年も豊作間違いなし」と判定されました。

３/９

　　　　　佐久間艇長書簡を寄付

　小浜市出身の高森宏さん（神奈川県横浜市）から、「東
郷平八郎直筆　佐久間艇長碑文（１軸・表装）」など 137
点の佐久間艇長に関する資料を市に寄付していただきま
した。この中には、過去の艇長研究資料から見いだせな
い新資料もありました。
　市は、高森さんに感謝状を贈呈し、書簡を市立図書館
に保存して偉人顕彰祭などで公開していく予定です。
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